

















































































































































































































































































































































































































































































受け持つということになったときに 自分で いや こう
いう風にしなきゃなっていうイメージは 全くなかったと

















やりたかったことというか その できる ことをこの子
にとってしてあげたいっていう それは 自分は会話をす



















すよね ずーっと だから 入ったときにも やっぱりそ
うでしょ ほらねっていうイメージの方が強かったと思う






















































最初のイメージとしては 何とか 会話できるまでは 行
けるんじゃないかなって 思ってたんですよね 最初に
（Ｄと会話ができたことを）夢で見たっていうのもあった
けども あの イメージとしては だぶん 最初の段階
が なにも甘い考えっていうか 関わってなかったていう
部分で なんか いや 一生懸命，一生懸命伝えれば
どっかでぽっと返ってくるんじゃないかなっていう なん
がなんとなくまだその甘かった部分 があって 思ってた

























































でもきっと まだまだわかってないというか なんで あ
んな風になったのかも自分としては わからないし ぽっ






いうか それこそ 俺が思い描いている その生徒と教師






















































































Approaches of a junior high school teacher to school refusing students in his class were examined. It
was the first time that the teacher had taught a school refusing students. The involvement of the teacher,
school counselor, and students, as well as interviews with the teacher was analyzed. Results suggested a
transformation in the ideal relationship between the teacher and students, as well as in the image of school
refusing students. Furthermore, the effectiveness of support for the new teacher that worked as a school
counselor with another teacher was suggested.
Key wordsschool refusal, new figure teacher, school counselor, collaboration, school nurses
Approaches of a teacher to school refusing students
初めて不登校生徒を担任する教師と生徒をつなぐということ
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